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事業事前評価表（開発調査） 

作成日：平成 18 年 10 月 5 日 
担当グループ：農村開発部第 1 グループ 

１．案件名  

カンボジア国流域灌漑・排水基本計画調査 
２．協力概要 
(1) 事業の目的 

1) 調査対象 4 流域において、水管理の改善、農業生産性の向上のための灌漑･排水マスタープランを策定

する。 
2) 同マスタープラン（案）から優先的に開発すべき地区（優先地区）を選定し（各流域 1～2 カ所を想定）、

灌漑排水施設整備を中心としたマスタープランの事業化のための詳細計画を策定する。 
3) 調査を通じてカウンターパート（以下、「C/P」）の計画策定等に係る技術力が向上する。 

(2) 調査期間 
2007 年 2 月～2009 年 3 月（26 カ月） 

(3) 総調査費用 
2.4 億円 

(4) 協力相手先機関 
a. 協力相手国実施機関の責任者： 水資源気象省（MOWRAM）次官 
b. 協力相手国実施機関名： 水資源気象省（MOWRAM）及び農林水産省（MAFF） 

(5) 計画の対象（対象分野、対象規模等） 
a. 調査対象：バッタンバン川流域、ムンルセイ川流域、プルサット川流域、ボリボ川流域 

（バッタンバン州、プルサット州、コンポン・チュナン州が主要 3 州となり、 
カンダール州、コンポン・スプー州の一部を含む） 

b. 計画対象面積：上記 4 流域の農地（面積約 24 万 ha） 
c. 対象分野：灌漑・排水施設整備、水管理、営農/栽培、市場 

３．協力の必要性・位置付け 

(1) 現状及び問題点 

  カンボジア王国（以下、「カンボジア国」）において農業は経済の中心であり、GDPの約30％を占め、

就業人口の80％近くが農業に携わっている。更に、カンボジア国の人口の85％は農村部に居住し、貧困層

（1日当たり1US$以下の収入）の75％が農業を主体とした世帯となっている。この様な状況下で、カンボ

ジア国政府は、社会経済開発計画に基づき貧困からの脱出に取り組んでおり、灌漑と農業分野の開発を最

優先課題としている。 
カンボジア国の灌漑施設は、設計上・施工上の問題を含んだ建設、維持管理の欠如、20年以上にわたる

戦乱による破壊から十分に機能していない。2005年における全国のコメの作付面積は約237万haであり、

この内灌漑システムは、ポンプ灌漑地区を含めて946システム存在し、計画灌漑面積は約89万haと概算さ

れる。しかし、実際の灌漑面積は補給灌漑地区を含めても雨期約26万ha、乾期約14万haに過ぎない。これ

ら施設は、流域全体の水資源賦存量を効率的に利用する様な灌漑・排水計画に基づいたものでなく、また

水路の水位が低い等技術的問題があることから、各水田への自然配水が困難な状況であるところも多い。

係る状況を改善するため、水資源気象省は各ドナーに灌漑排水施設の整備を要望しており、ADB、世銀、

韓国等は施設改修事業を実施している。しかし、流域の水資源を包括した長期的な水利用計画に基づいた

ものではなく、短期的かつ単独の施設改修という視点から実施されてきたものもあり、当該地域の水資源、

農地等のポテンシャルを有効に活かせないばかりでなく、他地域への水配分ができなくなる等、それらポ

テンシャルを喪失する可能性も懸念される。 
カンボジア国は、トンレ・サップ湖及び周辺地域を貧困削減、経済において非常に重要な地域としてお

り、同地域の自然資源を考慮に入れた現実的かつ着実な開発を進めていくことが地域発展の重要な課題と

認識している。同地域は内戦終結後も開発から取り残され、道路を始めとした農村インフラは整備も遅れ

ており、カンボジア国の中でも貧困度の高い地域の1つである。対象地域を含むトンレ・サップ湖沿岸の

州の貧困人口比率はカンボジア全国の34.7％に対し42.8％であり、農村貧困人口比率はカンボジア国の

37.8％に対し45.4％である。また、農村貧困人口の36.2％が今回の対象流域を含むトンレ・サップ湖沿岸の
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州に居住している。地域の主要産業は農業であり、稲作が中心に行われているが生産性は低く、供給量は

需要を満たしていないのが現状である。本調査対象地域での問題点は以下に集約できる。 

a. 灌漑排水施設 
既存灌漑システムの多くはポル・ポト政権時代に建設されたもので、建設から30年以上経過しており

老朽化が著しく、水配分の点で技術的な問題があり、実際の灌漑率は10％以下と推察される。 
b. 気象水文資料 

気象水文観測データが整理されていないため、灌漑計画を策定するための基礎資料が不十分である。

c. 営農/普及 
営農技術が低く、それを補う普及体制も不十分である。また、農民の資金不足による肥料や農薬の利

用も困難であることから、農産物の生産量が低い上に変動も大きく、市場性欠如の大きな要因となっ

ている。 

一方で本調査対象地域の上流域は、年間降水量が低平地部より30％程度高く、2,000mmを超える高地部

であり、高い水資源ポテンシャルを有している。これを有効に利用し、農地資源を適切に活用するための

中長期的な流域灌漑・排水マスタープランが策定・実施されることにより、農業生産性を拡大し、地域の

貧困削減を実現することが期待される。 

(2) 相手国政府国家政策上の位置付け 
カンボジア国政府は 1996 年から 2000 年を対象とする第 1 次社会経済開発計画（SEDP）、2001 年から

2005 年を対象とする第 2 次社会経済開発計画（SEDP II）及び国家開発計画 2006-2010（NSDP）において、

特に農村部における貧困削減を最優先課題としており、その中でも農業の発展を最も重要な政策課題とし

ている。また農林水産省が策定したカンボジア農業分野開発計画（2001 年～2010 年）においても、コメ

生産の拡大による食料安全保障の実現が優先課題としている。更に、農林水産省、水資源気象省、各ドナ

ーにより作成中の農業・水戦略（Agriculture and Water Strategy, 2006-2010）においても農業生産性の向上、

作物の多様化、水資源・灌漑システム管理を優先課題とし、重要な戦略の 1 つとして水資源・灌漑・土地

プログラムが策定される予定である。 
本協力は、水管理改善、灌漑施設改修を中心とした内容となっており、カンボジア国の開発計画との整

合性が図られていると判断できる。 

(3) 他国機関の関連事業との整合性 
アジア開発銀行（ADB）は農業・水資源開発プログラムの 1 つとして北西地域灌漑セクター・プログラ

ム（2004 年～2010 年）を実施している。同プログラムでは、①農民の能力向上、②高価値農産物の導入

と市場開拓、③競争力のある農業への転換を目的とし、灌漑開発では農業生産向上への総合的支援、安定

かつ高い農家収入を実現するための支援を行なう一方で、流域を単位とした灌漑開発（Small and 
medium-seized irrigation）、農民組織（Water-using farming communities）の支援を明確に述べている。また、

AusAID により農業普及計画フェーズ 2（CAAEP II）（2002 年～2006 年）が実施されており、本計画の調

査地域は同計画に含まれる。両計画は灌漑システムの改修、農業普及の分野に大きく関わっているため、

本調査においても、これらプロジェクトの調査結果を活用することが有効である。また、ADB により実

施されている事業とは必要に応じて連携し、詳細計画策定においては、調査項目、対象地区について重複

に留意する必要がある。 

(4) 我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け 
国別援助計画では、カンボジア国に対する重点分野・課題別援助方針の 1 つに「農業・農村開発と農業

生産性向上」が掲げられており、灌漑施設の整備、水管理システムの改善、水利組織の育成、農業生産性

の向上等が必要とされている。 
また、JICA 国別事業実施計画では、優先課題「農業・農村開発」分野における主要な開発課題の 1 つ

として「農業生産の振興」を掲げており、灌漑施設の老朽化や未熟な水管理体制、低い農業生産性への対

応が必要とされている。 
従って、これら我が国及び JICA のカンボジア国への重点的な援助政策・課題と、当案件の内容は合致

している。 
４．協力の枠組み 

本プロジェクトは、トンレ・サップ湖西岸に位置する 4 流域を対象として、灌漑排水施設の整備を中心と

した農業生産性向上のためのマスタープラン策定を行うものである。 
当該地域では、各種ドナーの短期的な視点からの灌漑施設整備事業が実施されているが、それらは流域単
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位を視野に入れたマスタープランに基づくものではない。そのため、本プロジェクトでは、流域単位での水

資源賦存量や灌漑可能農地面積、現地に適した営農計画・土地利用計画、市場アクセス等を総合的に考慮に

入れた、他ドナーの事業でも活用できる灌漑排水施設整備のマスタープランを策定する。フェーズ I におい

ては、当該地域の農業生産性向上のために実施すべき灌漑施設整備を中心とした、流域単位の視点による流

域灌漑・排水マスタープラン（案）を策定する。また、同マスタープラン（案）から優先的に開発すべき地

区（優先地区）を選定する。その結果を踏まえ、フェーズ II では、優先地区においてフェーズ I で策定した

マスタープラン（案）を事業実施へ結びつけるための詳細計画を策定する。更に、詳細計画の結果をマスタ

ープラン（案）へ反映させ、最終的な流域灌漑・排水マスタープランとして固める。 
なお、カンボジア国では、気象水文データの観測体制が整っていないことから、灌漑排水施設の整備計画

を立てる上で必須となる雨量、河川流量・水位等の気象水文データが不足している。そのため、本プロジェ

クトでは既存及びフェーズ I で新設する気象水文観測施設（必要に応じてフェーズ II でも設置）においてデ

ータを収集し、計画策定に反映させるとともに、プロジェクト終了後も持続的に気象水文観測が実施され、

その結果が計画へフィードバックできるための技術移転、体制づくりを併せて実施する。 
更に、灌漑排水施設の改修を実施する際には、環境面及び社会面に配慮することが必要となることから、

マスタープランに基づく事業実施が環境や社会へ与える影響を調査するとともに、カンボジア国側が事業実

施の際に適切な環境影響評価が実施できる様に技術移転を併せて実施する。 

(1) 調査項目 
本調査ではマスタープラン（案）の策定を中心としたフェーズ I（11 カ月）と、詳細計画策定及び最終

的なマスタープラン策定を中心としたフェーズ II（15 カ月）から構成される。 

【フェーズ I 】流域灌漑・排水マスタープラン（案）の策定 
1) 基礎調査 

・調査地域に関する既存報告書及び情報のレビュー 
・現地調査の実施 

2) 気象水文観測の実施 
・気象水文観測システムの構築 
・気象水文観測の実施 

3) 流域灌漑・排水マスタープラン（案）の作成 
①農業用水の利用可能量及び灌漑・排水計画 
・既存施設の改修を優先するとともに、農民水利組合の能力を考慮した最適な灌漑・排水システム

計画を策定する。 
・灌漑用水の効率的利用促進計画を策定する。 

②営農及び栽培 
・最適な営農、栽培、土地利用計画の策定及び市場調査 

③環境及び社会配慮 
・初期環境影響評価（IEE）の実施 

4) 優先地区の選定 
・フェーズ II における詳細計画の対象となる優先地区の選定 

     優先地区の選定においては、下記の項目を考慮に入れることとする。 

a) 展示、波及効果 

b) 水資源、土地資源の優位性 

c) 農民水利組織の維持管理能力 

d) 経済的優位性及び貧困削減効果 

e) 環境及び市場性 
 

【フェーズ II 】優先地区における詳細計画及び最終的な流域灌漑・排水マスタープランの策定     
1) 優先地区に関する詳細計画の策定 

①優先地区の詳細計画の策定に必要な気象水文観測の実施 
・必要に応じ、補足的に気象水文観測を実施する。 
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・フェーズ I で実施している地点での気象水文観測を継続し、優先地区の詳細計画策定の基礎資料

とする。 
②詳細計画に関連するより具体的で詳細な灌漑・排水計画及び農業用水の管理計画 
③詳細計画策定のためにフェーズ I の成果を補足する目的で実施する営農、栽培、土地利用計画及び

市場調査 
④環境及び社会配慮 
・状況に応じて環境影響評価（EIA）の実施 

2) 最終的な流域灌漑・排水マスタープランの完成 
・フェーズ I 及び II の調査結果に基づく、流域灌漑・排水マスタープランの完成 

(2) アウトプット（成果） 
1) 対象地域の基礎調査を実施することにより、現況の自然・社会経済・営農状況、また灌漑・排水施設

の現状及び問題点が認識される。 
2) 対象流域において流域灌漑・排水マスタープランが策定される。 

3) 優先度の高い地区に関する詳細計画が策定される。 

4) 営農計画による灌漑用水量の概定、水資源の利用可能量の調査に必要な気象水文資料の解析が実施さ

れるとともに、観測体制が整備される。 

5) 本調査の実施により、相手国 C/P への技術移転が行われる。 

(3) インプット（投入）：以下の投入による調査の実施 
(a) コンサルタント（分野/人数） 

 分 野 人数

1 総括/灌漑排水計画 1 
2 灌漑排水施設/水管理 1 
3 気象/水文 1 
4 営農/栽培/市場調査 1 
5 環境社会配慮/農村社会経済 1 
6 事業評価 1 

(b) その他 研修員受入れ 
・C/P 研修受入れ（1～2 人/年） 

   ・調査用資機材（気象水文観測機器等） 
５．協力終了後に達成が期待される目標 

(1) 提案計画の活用目標 
・策定した流域灌漑･排水マスタープランが、水資源気象省及び農林水産省の施策として採用される。

・詳細計画を実施した優先地区に対し、灌漑排水施設の整備事業が実施される。 
・気象水文観測システムが確立され、継続的に観測が行われるとともに、観測結果の分析･評価に基づ

き、灌漑排水施設の整備計画が詳細に検討される。 

(2) 活用による達成目標 
・整備された灌漑排水施設が維持管理され有効活用され、対象地域の農業生産性が向上し、農民の貧困

削減に資する。 
・計画策定を通じ、気象水文観測の重要性が認識され、カンボジア国全体を対象とした観測システム網

（特に人材育成と配置）が拡充される。 
・優先地区以外の灌漑・排水システムについて詳細計画が実施され、流域全体の具体的改修計画が策定

される。また農業・営農に関するプログラムが構築され、農業技術普及体制が確立する。 
６．外部要因 

(1) 協力相手国内の事情 
(a) 政策的要因：開発政策の変更による事業計画の優先度の低下は無いと見込まれる。 
(b) 経済的要因：カンボジア国内外の経済状況の変化は無いと見込まれる。 

(2) 関連プロジェクトの遅れ 
特に無し 
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７．貧困・ジェンダー・環境等への配慮（注） 
環境について、優先地区が既存灌漑システムから選定される可能性が高いため、環境に対する重大な問題

が発生することはない。しかし、計画範囲が広大であり、将来的に下流に位置し生物多様性や地域経済にと

って重要なトンレ・サップ湖への環境影響も想定されるので、下記について留意する必要がある。(i) 灌漑

施設の整備とともに肥料、農薬の使用量が増加し、水質への重大な影響が想定されるので、それらの使用方

法などについての指導を組み込む等の留意の必要がある。(ii) 魚類の移動を阻止しない様な設計とする等

の留意の必要がある。 
5,000ha 以上の灌漑事業は、初期環境調査ないし環境影響評価を要することから、将来的な灌漑事業実施

を見越し、環境社会配慮調査に関わる技術移転を実施する。 
８．過去の類似案件からの教訓の活用（注） 
開発調査においては、これまでに多くの灌漑計画が策定されてきたが、事業化までに長い時間を要してい

る。本調査の詳細計画において事業化が早期に必要なものは、ADB、世銀等の他ドナー及びカンボジア国独

自において行われる灌漑プロジェクト、また日本国の援助の各種援助スキーム（技術協力プロジェクト、有

償資金協力、無償資金協力）等、幅広い可能性を視野に入れて調査を進めることが必要である。そのために

は、現在作成中の農業・水戦略のプログラムの下で実施する案件として本調査を位置付け、各ドナーやカン

ボジア国側への情報提供を行うとともに、調査結果を国家プログラムの一部として扱える様に、同戦略との

調整を図る必要がある。 
水資源気象省と農林水産省の連携を促進することはもとより、その連携の下で地方行政レベル（気象水文

観測時）や農民（水管理時）の積極的参加を促すことに配慮して、調査を進めることが必要である。 
カンボジア国では各ドナーによる灌漑施設改修等の協力後、施設の維持管理や水分配に問題のある地区が

ある一方、水利費を徴収し良好に運営している灌漑地区もある。これら協力案件の維持管理・水分配・農民

水利組合等の問題例や優良事例を検証し、公平で持続的な維持管理計画や水分配を視野に入れて、マスター

プランを策定することが有効である。 
９．今後の評価計画 

(1) 事後評価に用いる指標 
(a) 活用の進捗度 

・灌漑･排水マスタープランの詳細計画に基づき実施された灌漑システム数及び整備工事実施（ま

たは申請）事業数 
・気象水文観測が継続実施されている観測所数と、観測資料を基に分析された河川流出や圃場用水

量等の検討件数 
(b) 活用による達成目標の指標 

・灌漑面積の増加量 
・灌漑地区の反収増加量 
・農業収入の増加量 

(2) 上記(a)及び(b)を評価する方法及び時期 
フォローアップ調査によるモニタリング（2009 年度以降） 

（注）調査にあたっての配慮事項 
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環境社会配慮調査サマリー（M/P）  

 

2006 年 9 月 13 日  

１．プロジェクトと関連する報告書の正式名称 

カンボジア国流域灌漑・排水基本計画調査 

 

２．調査の分類 

マスタープラン 

 

３．環境カテゴリ及びその理由 

カテゴリ B 

理由：本件は既存灌漑施設の改修が主であり、住民移転は発生せず、保護区や文化

遺産等への影響は小さい。但し、調査対象地域が広大であり、新たな灌漑用

水による小さな営農の変化も下流のトンレ・サップ湖には何らかの影響があ

り、また、水利用方法の変化により社会的な影響がある。また、建設工事期

間及び供用後の環境管理は配慮が必要である。 

カンボジア国では 5,000ha 以上の灌漑プロジェクトは、初期環境影響評価（ IEIA）

または環境影響評価（EIA）をする必要がある。従って、フェーズ I の流域単位のマス

タープラン策定段階では、初期環境影響評価（ IEE）を実施し、フェーズ II の優先地

域での詳細計画の提案段階では、提案されたプロジェクトに応じ、 IEE もしくは EIA

を実施する。 

 

４．先方実施機関 

水資源気象省：Ministry of Water Resources and Meteorology（MOWRAM）  

農林水産省：Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries（MAFF）  

 

５．案件の概要 

(1) 要請の背景 

カンボジア国において農業は経済の中心であり、GDP の約 31％を占め、就業人

口の 80％が農業に携わっている。人口は 2004 年時点で 1300 万人、内 84％は農村

部に居住し、その内 39％の収入は貧困ラインを下回っている。この様な状況下で、

カンボジア国政府は、社会経済開発計画に基づいた貧困からの脱出に取り組んで

おり、灌漑と農業分野の開発を最優先課題としている。しかし、灌漑施設は、20

年以上にわたる戦乱による破壊や、設計上・施工上の問題を含んだ建設から十分

に機能しておらず、現在は 220 万 ha の農地の内、25 万 ha に補給灌漑が行われて

いるに過ぎない。  

このため、カンボジア国政府は優先する 4 流域に関する流域単位での水資源の

有効利用と効率的な灌漑排水を計画するマスタープランを要請してきた。  

付属資料 6 環境社会配慮サマリー（和）
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(2) 調査の目的 

1) 調査対象の 4 流域の水資源管理と農業生産性を向上するためのマスタープラ

ンを策定するとともに各流域の優先地域において詳細計画を策定する。  

2) 調査期間中 OJT にて C/P に技術移転する。 

 

(3) 調査対象地域 

バッタンバン、ムンルセイ、プルサット及びボリボ川の 4 流域  

 

(4) マスタープランの計画期間 

マスタープランの計画年は 5 年毎の国家戦略的開発計画の期間を考慮し、2020

年とする。  

 

(5) 調査の項目 

フェーズ I として各流域のマスタープランを策定し、流域毎の優先流域を選定

する。フェーズ II として、各流域の優先地域に対する詳細マスタープランを策定

する。  

フェーズ I：ドラフト・マスタープランの策定  

1) 基礎調査の実施  

-  計画対象地域に関する既存資料と情報のレビュー 

-  追加調査 

2) 水文気象観測の実施 

-  水文気象観測システムの開発 

-  調査期間を通じた水文気象観測 

3) 流域単位のドラフト・マスタープランの策定：以下を含む 

i) 農業用水の賦存量／灌漑排水 

-  適切な灌漑排水システムの構築：既存灌漑施設の改修と農民水利組合を十分  

に考慮 

-  農業用水の効率利用 

ii) 営農 

-  適切な営農計画、土地利用計画及びマーケティング 

iii) 環境社会配慮 

-  初期環境影響調査の実施 

4) 流域毎の優先地域の選定 

 

フェーズ II：優先地域に於ける詳細計画の策定及びマスタープランの確定   

1) 優先地域における詳細計画の策定 

i) 優先地域における水文気象観測の実施 

-  必要に応じた補足的な水文気象観測システムの構築 
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-  フェーズ I からの継続的な水文気象観測の実施及び優先地域における補足的   

な水文気象観測の実施  

ii) 灌漑排水/水管理 

iii) 営農／農地利用計画／マーケティング 

iv) 環境社会配慮 

2) マスタープランの確定 

-  フェーズ I と II に基づいたマスタープランの確定  

 

６．対象地域の概要 

調査対象地域の立地環境を表 1 に整理した。特に、調査対象流域の下流にあたるト

ンレ・サップ湖周辺は保護区（トンレ・サップ多目的地区）に指定されており、生物

多様性において国際的にも重要な地域であり、かつその自然資源は内水面漁業や農業

のベースとなっており地域経済においても重要である。 

表 1 対象地域の概要  

(1) 自然環境の現況 

 環境項目  立地環境の状況  

気候  気候：熱帯モンスーン気候。乾期（5 月～10 月）と雨期（11 月～4
月）。計画地域内の年降水量：1,200mm～1,500mm。  

動植物と  
生息域  

保護地区：調査対象地域内に 5 保護地区があり、中でもトンレ・サ

ップ多目的保護地区は流域の下流に位置しており重要。トンレ・サ

ップ湖は水鳥、魚類、は虫類の繁殖域や生息域として重要。  
希少生物：トンレ・サップ湖のプレクトアル（Prek Toal）地区は世界

的に絶滅危惧種のあるハイイロペリカン（Spot-billed Pelican）等の水

鳥の重要な繁殖地。  

自然

環境  

森林・  
植生  

調査対象州の森林被覆率は 50～77％。但し、カンダール州は首都に

近く 9％。  
 

(2) 経済社会状況 

 環境項目  立地環境の状況  

住民  
対象地域の人口は 180 万人、内、農業世帯人口は 150 万人。トンレ・

サップ湖畔には漁業に従事するベトナム人やイスラム教徒であるチ

ャム族も居住。  

地域資源  
利用  

土地利用：ポル・ポト時代後、農地が分配され農家平均 1ha 以下。  
水利権：正式に設定されていない。水利用は農業目的が大部分を占

める。水分配は灌漑施設が無く自然に任せて流れているものをポン

プで取水する。灌漑システム内での水利用調整を行う農民水利組合

（FWUC）は余り機能していない。  
漁場：トンレ・サップ湖の浸水域では農業と漁業の間の争いがある。

また、違法漁業がある。  
地雷：プルサット川上流は地雷除去の終えてない地域がある。  

社会

環境  

生活社会  
インフラ  

教育：識字率はバッタンバン、カンダール州において全国平均より

高く、プルサット、コンポン・チュナン、コンポン・スプー州にお

いて低い。  
公衆衛生：バッタンバン、プルサットにおいてマラリア感染が多い。

飲料水へのアクセス：農村では井戸給水が多い。  
電気へのアクセス：幹線道路沿いのみ電化。  
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経済活動  

生計手段は農業が主。首都に近いコンポン・チュナン、コンポン・

スプー、カンダール州では野菜栽培も多く、バッタンバン州は稲作

地帯。トンレ・サップ湖沿岸では漁業従事者も多い。多くの住民が

タンパク源としてトンレ・サップ湖の魚類に依存しており、社会経

済の面からも重要。  

環境

汚染  
現在の  
汚染  

トンレ・サップ湖畔の住民が湖に生活排水や廃棄物を流している。  
農業による汚染（農薬や肥料）は現時点では大きくない。灌漑施設

が整えば将来的に使用量が増え、下流のトンレ・サップ湖の汚染が

懸念。  
 

７．相手国側の環境社会配慮制度の現況 

(1) 環境社会配慮に関連する法令や基準、法制度 

環境に関する法律は下表の通り整備が進められ、これらの法令により担当機関

や自然文化保護地域の保全手段、EIA 手続き、環境基準や排出基準等が定められ

ている。  

表 2 環境に係る法令と政策  
種類  No

. 
法令 /政策  備考  

環境一般  1 Law on Environmental Protection and Natural 
Resource Management, December 1996 

環境保護と自然資源管理
法  

2 Law on the Establishment of the Ministry of 
Environment, January 1996 環境省設置法  

環 境 管 理
体制  3 

Sub-Decree No. 57 on the Organization and  
Functions of the Ministry of Environment,  
September 1997 

環境省の組織と機能に係
る施行令  

4 Sub-Decree No. 72 on Environmental Impact 
Assessment process, August 1999 

環境影響評価の手続きに
係る施行令  

環 境 影 響
評価  5 

Declaration No. 49 on Guideline for  
Conducting Environmental Impact  
Assessment Report, March 2000 

環境影響評価報告書ガイ
ドライン  

6 Royal Decree on the Creation and Designation 
of Protected Areas, November 1993 保護区の設置に係る王令  

7 Declaration No. 1033 on Protected Area, June 
1994 保護区に係る宣言  

8 Royal Decree on the Establishment and  
Management of Tonle Sap Biosphere Reserve

トンレ・サップ生物圏保護
区の設置に係る王令  

自 然 保 護
区  

9 
Sub-Decree on the Establishment, Role and  
Functions of the Secretariat for Tonle Sap  
Biosphere Reserve 

トンレ・サップ生物圏保護
区事務局の設置、役割、機
能に係る施行令  

文 化 財 保
護  10 Law on the Protection of Cultural Heritage,  

January 1996 文化財保護法  

11 Sub-Decree No. 27 on Water Pollution  
Control, April 1999 

水質汚濁規制に係る施行
令  

12 Sub-Decree No. 36 on Solid Waste  
Management, April 1999 

固形廃棄物管理に係る施
行令  環境汚染  

13 Sub-Decree No. 42 on the Control of Air  
Pollution and Noise Disturbance, July 2000 

大気汚染及び騒音規制に
係る施行令  

14 Law on Watger Resources Management  
（Draft）  水資源管理法  資源管理  

15 
Circular No.1 on the Implementaion Policy  
for Sustainable Irrigation Systems, 1999 
 

持続的灌漑システムの実
施政策に係る配布文  



 229

16 Policy for Sustainability of Operation and  
Maintenance of Irrigation Systems, June 2000

灌漑システム運用管理の
持続性のための政策  

 

17 Land Law, 2001 土地法  
Source：調査団作成  

 

これらの中で環境保護と自然資源管理に係る法律（ Law on Environmental 

Protection and Natural Resource Management、1996 年）が基本的な法律であり、環

境計画の策定、環境汚染防止、開発プロジェクトの環境影響の評価、自然資源の

持続的な保全・開発・管理・利用、環境保護と自然資源管理への参加の奨励等を

定めている。  

 

環境影響評価 

「環境保護と自然資源管理にかかる法律」の第三章で、環境影響評価（EIA）

について公共及び民間の全てのプロジェクトは環境相によって実施の決定前に審

査・評価されることとされている。また、全ての政府の投資 /プロジェクトは初期

環境影響評価（ IEIA）あるいは環境影響評価（EIA）を行い、環境省が審査する

こととされている。  

環境影響強化の手続きについては、「環境影響評価に係る施行令 No. 72」によっ

て、環境影響の評価が必要なプロジェクトの内容と規模及び具体的な手続きにつ

いて定められている。EIA または IEIA の必要なプロジェクトは分野毎に定められ、

農業分野では表 3 の様に定められており、灌漑排水分野では 5,000ha 以上が必要

とされている。  

 

表 1 初期環境影響評価（ IEIA）または環境影響評価（EIA）を要する  

農業プロジェクト  

No. Type and Activities of 
the Projects Size/Capacity 

B Agriculture   
1 Concession forest >10,000 hectares
2 Logging >500 hectares 
3 Land covered by forest >500 hectares 
4 Agriculture and agro  

industrial land 
>10,000 hectares

5 Flooded and coastal  
forests 

All sizes 

6 Irrigation systems >5,000 hectares 
7 Drainage systems >5,000 hectares 
8 Fishing ports All sizes 

Source：Sub-Decree No. 72 on Environmental  
Impact Assessment process, August 1999 

 

手続きについては次の通りである（図 1 のフロー参照）。 

1) 事業者が計画のスクリーニングとして初期環境影響評価（ IEIA）をプレフィ

ージビリティ調査報告書とともに環境省に提出する。  
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2) 環境省は提出された IEIA を審査し 30 日以内に、 (i) 影響が軽微であれば事

業許可を、(ii) IEIA が不備の場合は修正指示を、(iii) 大きな影響があると判

断した場合には EIA 実施指示を事業者に通知する。  

3) 再審査通知された事業者は IEIA の修正もしくは EIA を行い、環境省に提出

する。環境省は再審査し 30 日以内に事業許可またはコメントを与える。再

修正指示のあった場合、事業者は再修正し事業許可が与えられる。  

 

Source：Sub-Decree No. 72 on Environmental Impact Assessment process, August 1999 

図  1 環境影響評価のフロー  

 

施行令 No. 72 は EIA のプロセスに住民参加を奨励し、意見を反映させるとして

いる。情報公開についての記述は無いが、JICA ガイドラインでは情報公開により

意思決定プロセスへの住民参加を定めている。また、カンボジア国政府の「環境

影響評価報告書ガイドライン」では EIA 報告書の項目を定めている。  

 

(2) 関係機関の概要 

カンボジア国の環境管理は環境省が担い、環境保護と自然資源の保全を推進す

ることとし、環境政策立案、規制の実施、環境教育を行っている。環境省内の環

境影響評価部が環境影響評価の審査を行っている。 

 

８．予備的スコーピング 

事業の特性と立地特性を基に、予備的スコーピングを実施した。各環境項目への影

響を整理したものが表 4 である。まとめると、社会的な面として主に水供給の変化に

よる社会影響及び自然環境面としてトンレ・サップ生物圏への影響が主な配慮事項と

なる。 

- 工事期間中における「建設工事に起因する各種の環境社会影響」 

社会環境に関して： 

- 灌漑施設が整備され、限られた水資源を今まで自然に任せていたものを人為的に 

分配することにより、不公正な水分配や期待した水が利用できず「水争い等、住
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民間の軋轢」、それに伴う「既存社会システムへの悪影響」 

- 灌漑用水が供給されることにより、化学肥料や農薬の使用量が増加し人々の生活 

用水が汚染されることによる「健康や衛生条件の悪化」 

自然環境に関して： 

- 灌漑施設が整備されることにより「動植物の移動の阻害など生態への影響」 

- 化学肥料や農薬の使用量が増加することにより、「河川の環境水質の悪化及びこ 

れに伴うトンレ・サップ湖多目的地区への影響」 

表 4  想定される環境社会への負の影響と緩和措置  

項目 時期
影響の
大きさ 負の影響 緩和措置

社会環境

1 非自発的住民移転

2 雇用や生計手段等の地域経済
建設段階
供用段階

C
内水面漁業条件の変化による漁業の制
限

計画段階での内水面漁業の実態の調査、十分なステークホ
ルダー協議、魚類の移動阻害防止など生息環境変化の緩和

3 土地利用や地域資源利用 計画段階 B 農地の灌漑排水施設への転用 影響の少ない設計、十分なステークホルダー協議

供用段階 C
新たな水供給による農地拡大意欲とそ
れに伴う森林伐採

適切な土地利用計画、十分な農民への指導

4 社 会 関係 資本 や地 域の 意思 決定
機関等の社会組織

供用段階 C
水利用システムの変更による既存社会
システムへの悪影響

水利用における既存社会システム（コミューン）などステーク
ホルダーの参加

5 既 存 の社 会イ ンフ ラや 社会 サー
ビス

建設段階
供用段階

C
灌漑施設など構造物による人々の移
動・往来の阻害、コミュニティの分断

コミュニケーションを容易にするための簡易橋などの設置

6 貧困層･先住民族･少数民族

7 被害と便益の偏在

8 文化遺産

9 地域内の利害対立 建設段階 C 労働者と住民との軋轢、治安の悪化 住民への十分な事前説明、労働者の生活指導

供用段階 B
不公正な水利用や水争いによる住民間
の軋轢

住民への十分な説明、水調整への住民の参加

10 水利用あるいは水利権と入会権 建設段階 C 生活用水の利用制限 十分なステークホルダー協議、代替手段の確保

建設段階 C 水制限による農業、漁業の制限
十分なステークホルダー協議、乾期の建設や魚類の繁殖期
以外の工事など影響の少ない工事

供用段階 B 不公正な水供給、水分配調整の困難

公正な水分配調整メカニズムの計画への組み込み（流域内
での行政界を超える水分配調整、灌漑システム間及び内部
の調整）、公正な水利用を配慮した設計、農民水利組合
（FWUC/G）の設立と指導

11 衛生 建設段階 C
建設労働者の流入による生活排水、廃
棄物の増加

労働者の衛生環境改善、労働者への指導、廃棄物処理の徹
底

供用段階 C 農薬等の使用増加による水の汚染 生活用水の水質モニタリング

12 危 険 （ リ ス ク ） HIV/AIDS 等 の
感染症

建設段階 C
建設労働者の流入によるHIVなど感染
症の増加

労働者の衛生環境改善、労働者への生活指導

自然環境

13 地形・地質的特徴

14 土壌浸食

15 地下水

16 水文状況

17 沿 岸 域 (マ ン グ ロ ー ブ 、 さ ん ご
礁、 Tidal flats, etc.) 供用段階 C

農薬や化学肥料使用料の増加などによ
るトンレサップ湖への影響

環境管理計画の策定、排水の水質モニタリング

18 動植物と生物多様性
建設段階
供用段階

C
灌漑施設など構造物による魚の移動の
制限

計画段階での魚類利用実態調査、魚用水路の建設

建設段階 C 鳥類など動物の水利用阻害
計画段階での鳥類の水利用状況調査、動物の生態にあわせ
た工事計画

供用段階 C 農地拡大による森林伐採 土地利用計画と農民への指導、モニタリング

19 気象

20 景観

21 地球温暖化

汚染

22 大気汚染 建設段階 C
工事用建設機械・車両の排気ガス、煤
塵

ラテライト道路へのスプリンクラー、建設車両のアイドリング
の短縮

23 水質汚濁 建設段階 C
掘削工事による土砂流出、コンクリート
工事などによる水質汚染

土砂の河川流出の防止、排水の適切な処理

建設段階 C 建設労働者による生活排水の増加 労働者のトイレ、下水整備

供用段階 B
農薬、化学肥料の使用増加による水質
汚染

IPMや適切な農業指導とモニタリング

24 土壌汚染 供用段階 C
農薬、化学肥料の使用増加による土壌
汚染

IPMや適切な農業指導とモニタリング

25 廃棄物 建設段階 C 建設廃棄物
建設土砂の有効利用、適切な廃棄（家屋や水から離れた場
所）など建設環境配慮

建設段階 C 建設労働者による生活廃棄物の増加 適切な廃棄物処理と労働者への指導

26 騒音・振動 建設段階 C 工事中の騒音・振動 事前の住民への説明、工事時間帯の制限など建設環境配慮

27 地盤沈下

28 悪臭

29 堆積

30 事故 建設段階 C 工事中の工事車両による事故
建設機械の定期点検とメンテナンス、ドライバーへの安全運
転指導など

建設段階 C 建設関係車両の増加による交通事故 ドライバーへの安全運転指導、住民への交通安全指導など

Rating: A: Serious impact expected; B:Some impact expected; C:Extent of impact unknown; No mark: No impact expected.
A: Serious impact expected; B:Some impact expected; C:Extent of impact unknown; No mark: No impact expected.  

Source：調査団作成  
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９．代替案 

現在の灌漑施設は、技術的な検討がなされておらず、効率的な水利用ができていな

い。また、ドナーの協力等で行われている改修や灌漑整備は、調査流域全体の水資源

の賦存量を考慮したものではなく、局地のみの水利用しか検討していない。このため、

本マスタープランが無ければ、次の様な問題を惹起することが想定される。従って、

本マスタープランを策定することによって、環境にも社会にも良い影響を与えること

になる。 

-  先に取水した者が水を使い後から来た者は使えない。結果、水争いになり水資源   

の効率的利用につながらない。 

-  条件の良い地域のみ灌漑が行われて、条件の悪い地域は水が得られずより貧困と 

なり格差が拡大する。 

 

１０．相手国との協議結果 

カンボジア国側は環境社会配慮の重要性を認識し、本調査のステアリングコミティ

ーに環境省からもメンバーを入れることとなった。 

 

１１．環境社会配慮調査の TOR 案 

フェーズ I :初期環境影響評価（ IEE）を実施する。  

1. 制度政策、行政の枠組み 

2. プロジェクトの概要 

3. 調査対象地域の環境の概要 

4. 環境影響 

5. 代替案分析 

6. 環境管理計画 

7. 緩和措置やモニタリング計画 

8. ステークホルダー協議 

9. ステークホルダー協議の記録 

10. フェーズ II の環境影響評価（EIA）または IEE の TOR 案 

フェーズ II：優先地域での詳細計画にて提案されたプロジェクトに対して初期環境

影響評価（ IEE）または環境影響評価 (EIA)を実施する。  

1. 制度政策、行政の枠組み 

2. プロジェクトの概要 

3. 調査対象地域の環境の概要 

4. 環境影響 

5. 代替案分析 

6. 環境管理計画 

7. ステークホルダー協議 

 

１２．その他関連情報 特に無し 
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Summary of Preparatory Study for Development Study (M/P or F/S) 
 

Date: September 13, 2006 

 

1. Full title of the Project  

The Basin-wide Basic Irrigation and Drainage Master Plan Study in the Kingdom of Cambodia 

 

2. Type of the study  

Master Plan Study 

 

3. Categorization and its reason 

Category B 

There is no serious environmental impact except small potential environmental effects on Tonle Sap area and 

potential social impacts on local communities.  

 

Neither new farm land reclamation nor resettlement occurs, and a large-scale construction is not anticipated.  

Minimal or no negative impacts on the protected area of nature and cultural heritages are anticipated.  

However, the change of water use may need new social rule for water use, which requires social consideration.  

An additional irrigation water supply may change the agricultural practice, which may some impacts on Tonle 

Sap Lake that has ecological and local economic importance since the study area covers such a wide area lying 

in the upstream of the Lake that even a small change may cause some impacts on aggregate in the future.  It is 

also necessary to consider environmental management in the course of construction and service period. 

 

Irrigation project with service area of 5,000 ha and more is subject to Initial Environmental Assessment 

(IEIA) or Environmental Impact Assessment (EIA), according to Sub-Decree No.72 in 1999.  Initial 

Environmental Examination (IEE) stipulated in JICA Environmental and Social Guideline in 2004 which is 

corresponding to IEIA shall be conducted in Phase 1 of formulation of basin-wide master plan, and IEE or EIA 

shall be conducted in Phase 2 of formulation of Detailed Plan in the priority areas according to the types of 

proposed projects. 

 

4. Agency or institution responsible for the implementation of the project 

Ministry of Water Resources and Meteorology (MOWRAM) and Ministry of Agriculture, Forestry and 

Fisheries (MAFF) 

 

5. Outline of the Project  

The outline of the project is shown in the table below. 

 
 

付属資料 6 環境社会配慮サマリー（英）
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Table 1: Outline of the Project 

(1) Objectives: 

The objectives of the Study are: 
1) To formulate the efficient and effective master plan on Irrigation and Drainage in order to

improve the water management and the agricultural productivity in the four (4) target river 
basins, and to formulate Detailed Plan for selected priority areas in each river basin, and 

2)  To transfer technologies to the counterpart personnel through on-the-job training in the course of 
the Study. 

(2) Study area The Study Area covers the Battambang, the Moung Russey, the Pursat and the Boribo River Basins.
(3) Target year 
of Master Plan Year 2020 

(4) Scope of 
the study 

[Phase 1] Formulation of Draft M/P 
1)  To carry out basic study. 
2)  To implement hydro-meteorological observation. 
3)  To formulate a basin-wide Draft M/P composed of the following Items: 

i) Agricultural water availability / Irrigation and Drainage.  
ii)  Farming / Cultivation. 
iii) Environmental and Social Considerations 

 Execution of Initial Environmental Examination (IEE)  
4)  To select priority area(s) in each basin 
 
[Phase 2] Formation of Detailed Plan in the Priority Areas and Finalization of M/P  
1)  To formulate Detailed Plan composed of the following items in the priority area(s): 

i)  To implement hydro-meteorological observation in the priority area(s) 
ii)  Irrigation and Drainage / Management of the agricultural water. 
iii) Farming / Cultivation/ Agricultural land use plan/ Marketing 
iv) Environmental and Social Considerations 

2) To finalize M/P 
Source: JICA Study Team 

 

6. Description of the project site  

Environmental and social conditions of the project site are described below.  

Table 2: Environmental and Social Conditions of the Project Site 
(1) Natural environment 

Protected 
areas: 

The study area includes 5 protected areas; four of these are located in the upstream of the river basins 
and only Tonle Sap Multi-purpose Protected Area is located in the downstream.  Tonle Sap 
Multi-purpose Area is significant area for habitats of water birds, reptiles and fishes.  Some of these 
are threatened species.  Fishes are important as a protein source for the people, and fisheries have 
social and economic importance.  Tonle Sap Multi-purpose Protected Area needs environmental 
consideration. 

Forest: Forest cover ratio to the total land areas in the provinces of the study area are 50% in Battambang, 
77% in Pursat, 40% in Kampong chhnang, 61% in Kampong Speu and 9% in Kandal provinces. 

(2) Social environment 

Population: 
1.8 million people reside in the study area; out of those the agricultural population is 1.5 million.  
The Khmer is dominant.  The Vietnamese fishermen and Islam are living on/around the Tonle Sap 
Lake.  43% of people living in Tonle Sap area is poverty. 

Water use and 
allocation: 

Water use right is not formally established yet.  Agricultural water use is dominant among various 
water usages.  FWUCs(Farmer Water User Communities) are expected to be responsible for 
sustainable water resources management, while these are not functioning well for water allocation for 
the most of cases, which brings about water conflicts among farmers. 

Education and 
health: 

Literacy rates in Battambang and Kandal provinces are higher than its average of country, while 
those are lower in Pursat, Kompong Chhnang and Kompong Speu provinces.  There are many death 
cases by Malaria in Battambang and Pursat provinces.  

Economy and 
livelihood: 

Agriculture is the main economic activity.  Fisheries also take place in/around Tonle Sap Lake, 
which provide sources of protein to the people.  

(3) Pollution 
Pollution by agriculture is not significant due to limited use of agricultural chemicals. 

Source: JICA Study Team 
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7. Legal Framework of Environmental and Social Considerations  

(1)  Laws, regulations and standards related to environmental and social issues including requirements and 

procedures of Environmental Impact Assessment (EIA), stakeholder participation, and information disclosure. 
 

The following table shows laws, regulations and policies on the environment.  Out of these, Law on 

Environmental Protection and Natural Resources Management in 1996 is the principle law that stipulates the 

formulation of environmental plans, protection of the environment, environmental assessment of the 

development project, and public participation in the environmental management. 
 
Table 3: List of the relevant environmental laws, regulations and policies 

Field No. Legislations and policies 
General 1 Law on Environmental Protection and Natural Resource Management, December 1996 

2 Law on the Establishment of the Ministry of Environment, January 1996 Institutions 3 Sub-Decree No. 57 on the Organization and Functions of the Ministry of Environment, September 1997 
4 Sub-Decree No. 72 on Environmental Impact Assessment process, August 1999 EIA 5 Declaration No. 49 on Guideline for Conducting Environmental Impact Assessment Report, March 2000 
6 Royal Decree on the Creation and Designation of Protected Areas, November 1993 
7 Declaration No. 1033 on Protected Area, June 1994 
8 Royal Decree on the Establishment and Management of Tonle Sap Biosphere Reserve Protected area 

9 Sub-Decree on the Establishment, Role and Functions of the Secretariat for Tonle Sap Biosphere Reserve 
Cultural heritage 10 Law on the Protection of Cultural Heritage, January 1996 

11 Sub-Decree No. 27 on Water Pollution Control, April 1999 
12 Sub-Decree No. 36 on Solid Waste Management, April 1999 Pollution control 
13 Sub-Decree No. 42 on the Control of Air Pollution and Noise Disturbance, July 2000 
14 Law on Watger Resources Management (Draft) 
15 Circular No.1 on the Implementaion Policy for Sustainable Irrigation Systems, 1999 
16 Policy for Sustainability of Operation and Maintenance of Irrigation Systems, June 2000 

Resource 
management 

17 Land Law, 2001 
Source: Ministry of Environment 

 

Environmental Impact Assessment (EIA) 

Sub-Decree No. 72 on Environmental Impact Assessment process in August 1999 stipulates the project types 

for which EIA is required and EIA process.  The following table are the types of agricultural project required 

EIA.  A project owner who plans to develop or/and rehabilitate an irrigation system with a service area of 

5,000 ha and more requires approval of the EIA from Ministry of Environment (MOE).   
 

Table 4: The type of projects subject to EIA 
No. Type and Activities of the Projects Size/Capacity 
B Agriculture   
1 Concession forest >10,000 hectares 
2 Logging >500 hectares 
3 Land covered by forest >500 hectares 
4 Agriculture and agro industrial land >10,000 hectares 
5 Flooded and coastal forests All sizes 
6 Irrigation systems >5,000 hectares 
7 Drainage systems >5,000 hectares 
8 Fishing ports All sizes 

Source: Sub-Decree No. 72 on Environmental Impact Assessment process, August 1999 

 
The procedure of EIA is as follows: 

i)    Project owners shall prepare and the Initial Environmental Impact Assessment (IEIA) report to MOE.   

ii) MOE shall review the IEIA reports and determine whether a) the EIA is approved, b) the IEIA should be  

revised, or c) a full Environmental Impact Assessment is required.  MOE shall inform the results to the 

project owner within 30 days after the submission of the IEIA report. 
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iii) Project owners who are informed of a revision to the IEIA or of a preparation of full EIA shall 

revise/prepare the report and submit it to MOE.  MOE shall review and examine the IEIA/EIA report 

and notify the project owners of comments/ suggestions within 30 days from submission.  

 
Figure 1: Flow of the procedure of EIA 

Source: Sub-Decree No. 72 on Environmental Impact Assessment process, August 1999 

 
The Sub-decree No. 72 also mentions the encouragement of the public participation in the EIA implementation 

for taking ideas and suggestions into consideration for the project approbation.   

 

The information disclosure is not mentioned in the said Sub-decree, however, it is stipulated by JICA 

guideline that all opinions given by the public should be taken account into the decision making process.  

 

Declaration No. 49 on Guideline for Conducting Environmental Impact Assessment Report in March 2000 

stipulates the minimum contents of EIA reports.  

 

(2) Relative agencies and institutions 

Ministry of Environment (MOE) is responsible for environmental management.  MOE is responsible for 

review of IEIA and EIA mentioned in the EIA procedure above.  

 

8. Provisional Scoping  

The result of the provisional scoping is shown in the table below.   

 
Table 5: Provisional Scoping 

Item Timing 
Sign
ifica
nce 

Possible Impacts Mitigation Measures 

Social Environment     

1 Involuntary 
Resettlement     

2 
Local economy such  
as employment and  
livelihood, etc. 

Constru
ction/ 

Service 
C Disturbance of fisheries due to change 

of water flow. 

Survey on inland fisheries, stakeholder consultation, 
and appropriate design of canal network such as a 
passage for migrating fishes 
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Designi
ng B 

Agricultural land acquisition for 
irrigation facilities limits farming 
activities 

Appropriate design minimizing land acquired, 
stakeholder consultation 

3 
Land use and  
utilization of local  
resources Service  C 

Forest encroachment by land 
development induced by additional 
irrigation water supply  

Appropriate land use planning, guidance to farmers 

4 

Social institutions  
such as social  
infrastructure and  
local 
decision-making 
institutions 

Service  C 
Negative impacts on the existing social 
institution caused by water conflict 
among farmers 

Stakeholder's participation in water management 

5 
Existing social  
infrastructures and  
services 

Constru
ction/S
ervice 

C Disturbance of accessibility in/ out of 
communities by irrigation structure Construction of a pass bridging irrigation canals 

6 The poor, indigenous  
and ethnic people         

7 Misdistribution         
8 Cultural heritage         

Constru
ction  C 

Conflict between construction workers 
and local people causing security 
problem 

Stakeholder consultation, guidance to construction 
workers 

9 Local conflict of  
interests 

Service  B 
Conflict among local people through 
competition for water due to unfair and 
improper water usage management 

Stakeholder consultation, public participation in water 
management 

Constru
ction  C Limitation of water use for domestic 

use Public consultaion, providing alternatives 

Constru
ction  C Disturbance of agriculture and fisheries 

due to the limitation of water use Stakeholder consultation, construction in dry season 
10 

Water Usage or  
Water Rights and  
Rights of Common 

Service  B Unfair water allocation and difficulty in 
water allocation causing water conflict 

Incorporating a fair water allocation mechanism into 
M/P, appropriate design securing fair water 
distribution, and establishing FWUC and support for 
their management capacity 

Constru
ction  C Increase of waste water and solid waste 

by inflow of construction workers  

Improvement of sanitary condition of construction 
workers, guidance to workers, and sound waste 
management 11 Sanitation 

Service  C Water contamination by increased use 
of agricultural chemicals Monitoring of domestic water quality 

12 
Hazards (Risk),  
Infectious diseases  
such as HIV/AIDS 

Constru
ction  C Increase of infectious diseases due to 

inflow of construction workers 
Improvement of sanitary condition of construction 
workers, guidance to worker 

Natural Environment       

13 Topography and  
Geographical features         

14 Soil Erosion         
15 Groundwater         

16 Hydrological 
Situation         

17 
Coastal Zone  
(Mangroves, Coral  
reefs, Tidal flats, etc.) 

Service C Negative impacts on Tonle Sap Lake by 
increased use of agricultural chemicals 

Preparing environmental management plan, monitoring 
of drain water 

Constru
ction/ 

Service 
C Blocking fish migration route by 

irrigation structure 
Survey on fish migration, appropriate design of canal 
network such as a passage for migrating fishes 

Constru
ction  C Disturbance of birds and other wildlife 

for their utilization 

Survey on birds and wildlife, construction plan 
minimizing negative impacts on them in consideration 
of wildlife living conditions 

18 Flora, Fauna and  
Biodiversity 

Service C Forest encroachment through 
agricultural land expansion 

Appropriate land use plan, guidance to farmers, and 
monitoring  

19 Meteorology         
20 Landscape         
21 Global Warming     
Pollution       

22 Air Pollution Constru
ction  C Dust spread and emission gas exhausted 

by construction vehicles  
Sprinkling for unpaved roads, minimizing idling period 
for construction vehicles 

Constru
ction C Water polluted by concrete works and 

soil sedimentation by excavation works
Appropriate construction management reducing 
sedimentation, adequate treatment of wastewater 

Constru
ction C Increase of wastewater by inflow of 

workers 
Installation of toilets for workers, treatment of domestic 
wastewater 23 Water Pollution 

Service B Water contamination by increased use 
of agricultural chemicals 

Promotion of environment-friendly practice such as 
integrated pest management and compost, guidance on 
appropriate utilization of chemicals, and monitoring 
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24 Soil Contamination Service C Soil contamination by increased use of 
agricultural chemicals 

Promotion of environment-friendly practice such as 
integrated pest management and compost, guidance on 
appropriate utilization of chemicals, and monitoring 

Constru
ction C Increase of construction waste from 

construction works 
Utilization of surplus soil, soil disposing far from 
residence areas and water bodies 25 Waste Constru

ction C Increase of domestic waste by inflow of 
workers Appropriate waste management, guidance to workers 

26 Noise and Vibration Constru
ction C Noise and vibration by construction 

works 
Public consultation prior to construction works, 
limiting construction time  

27 Ground Subsidence         
28 Offensive Odor         
29 Bottom sediment         

Constru
ction C Accidents by construction vehicles Maintenance of machinery and vehicles, instruction on 

safety operation 30 Accidents Constru
ction C Traffic accident increased by inflow of 

vehicles 
Instruction for safety driving, guidance to people on 
traffic safety 

Rating: A: Serious impact expected; B:Some impact expected; C:Extent of impact unknown; No mark: No impact expected. 
A: Serious impact expected; B:Some impact expected; C:Extent of impact unknown; No mark: No impact expected. 

 

9. Alternatives to the project activities including ‘without project’ option 

The existing irrigation systems cannot ensure efficient water utilization in the river basins since these irrigation 

systems were constructed during Pol Pot regime without technically viable design and designed for water 

utilization not in the river basins but in the limited area or within a scheme.  No action alternative may cause the 

following negative environmental and social impacts. 

- Competition for water among farmers causes local conflicts, which leads to inefficient water utilization 

- Only better conditioned area will be irrigated, and other areas left not irrigated, which enlarges income disparity 

among farmers. 

 

To avoid uncontrolled water utilization under the no action alternative mentioned above, the option with the 

master plan aiming at efficient water utilization in river basins, which brings about positive economic and social 

impact, is preferable.  

 

10. Result of the consultation with recipient government on environmental and social consideration including 

roles and responsibilities. 

Recognizing the importance of Environmental and Social Consideration, relevant personnel of Ministry of 

Environment participates in the Steering Committee as a member. 

 

11. Terms of Reference for Environmental and Social Considerations  

During Phase 1, IEE (IEIA) is conducted covering the following items 

1) Policy, Legal and Administrative Framework 

2) Project Description 

3) Description of Environment in the Study Area 

4) Environmental Impacts 

5) Analysis of Alternatives 

6) Environmental Management Plan 

To prepare mitigation measures and monitoring plans 
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7) Stakeholder Consultation 

To record consultation meetings with stakeholders 

 

During Phase 2, IEIA or EIA is conducted for the proposed projects covering the following items: TOR is decided 

in IEE study. 

1) Policy, Legal and Administrative Framework 

2) Project Description 

3) Description of Environment in the Study Area 

4) Environmental Impacts 

5) Analysis of Alternatives 

6) Environmental Management Plan 

7) Stakeholder Consultation 

 

12. Other relevant information 
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Environmental and Social Considerations Review 
 Date 
 

1. Title of the Cooperation Project 
 
2. Categorization 
 
 
3. Procedures in accordance with JICA Guidelines: Yes or No 
 
4. Areas, Categories and Rating System 
No. Areas Categories Rating 

1 
Description of the project 
and local environmental and 
social conditions 

Purpose, physical characteristics, scale and design of project; its 
land requirements; types and quantities of residuals (e.g. wastes) 
and methods or routes of their disposal; likely geographic extent 
of the affected environment 

 

2 Identification of key impacts 
and idea of alternatives 

Identification of potential impacts of the project; scoping of 
impacts; feasible alternatives planned, without project option 
and most environmentally and socially friendly option 

 

3 
Framework of 
environmental and social 
considerations 

Legal framework of assessment; terms of reference; information 
disclosure and stakeholders consultation  

  Overall assessment  
 

A Generally satisfactory and complete. 
B Can be considered just satisfactory. 
C Not satisfactory. 

N/A Not applicable. 
 
 
5. Comments 
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C/P との打合せ議事録 

 

１．S/W 協議第 1回（概要） 

日時：2006 年 7 月 25 日 14:30～15:00 

場所：MOWRAM 

参加者：ベン・サコン次官、テン・タラ部長、森山専門家、田中所員、調査団（5 名） 

（当方） 

S/W 案の概要説明。 

（先方指摘事項） 

・灌漑施設整備に加え、水管理の調査も実施して欲しい。 

・プロジェクト内容は暫定的に了解。細部に関するコメントについては、後ほ伝える。 

・調査の結果としての施設整備については、ドナー間で協調願いたい。ADB 等のプロジェクト

も動いている。現在国全体では 50 のプロジェクトがある。 

・正確な気象水文観測データの収集の責任者についてはノミネートする。 

・水文観測について、既存施設と新設施設を組み合わせて行うことは了解。 

 

２．S/W 協議第 2回（概要） 

日時：2006 年 7 月 31 日 14:30～15:30、18:00～18:30 

場所：MOWRAM 

参加者：ベスナー部長、テン・タラ部長、森山専門家、田中所員、調査団（5 名） 

（先方指摘事項） 

1. S/W 

(1) II. OBJECTIVES 

・M/P に農民水利組合（FWUC）と市場（market）の設立を書く。 

・M/P の目的に優先 4 地域の選定及び水管理の推進を書く。 

(2) IV. SCOPE（フェーズ I 及びフェーズ II ） 

・灌漑排水の項目に農民水利組合を書く。 

・営農の項目に農業水利用、市場を追加する。 

2. M/M 

(1) II. R/D 

・農民水利組合（FWUC）と市場（market）の設立を書く。 

・水管理の推進を書く。 

・training を study tour に直す。 

・流域毎に優先地域を選定することを追加。 

・C/P として MOWRAM、MAFF 以外の関係省庁も書く。 

・コンピンプイ地区の灌漑計画は対象地域から外す。 

付属資料 7  C/P との打合せ議事録
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・詳細計画（DP）の内容として水利用に加え土地利用も位置付ける。 

・DP の内容として貧困削減、環境、市場も追加する。 

 

（当方の対応） 

1. S/W 

・OBJECTIVES の項目に農民水利組合（FWUC）と市場（market）の設立は書かない。   

SCOPE の項目にこれらを考慮して調査することのみ記載（設立とは書かない）。 

・この他、先方指摘に沿って修正。 

2. M/M 

・農民水利組合（FWUC）と市場（market）を考慮して調査することのみ記載（設立とは   

書かない）。 

・この他、先方指摘に沿って修正。 
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番号 資料の名称 内容
形態（図書、ビデ
オ、地図、写真等）

オリジナル or  コ
ピー 発行元 発行年月 備考

No. Name of Documents Contents Type Orig. / Copy
Organization of

Publication Published

1 Battambang Town Map Battamban Town Map Map Copy

2 Battambang Map: Northwestern Rural Development Project Battambang Map Map Original

3 Battamban Map: 1:100000 Battamban Map: 1:100000 Map Original

4 Pailin Map 1:100000 Pailin Map 1:100000 Map Original

5 Administrative Map of Battamgang Province 1:250000 Administrative Map of
Battamgang Province 1:250000 Map Original

6 Environment in Transition, Cambodia, lao PDR, Thailand, Viet Nam メコンの環境 Book Original ADB 2001

7 Mekong Fish Database メコンの魚類データベース DATA Original Mekong River Commision 2003

8 An Introduction to Cambodia's Inland Fisheries, Mekong Development
Series No.4 November 2004 カンボジアの内水魚類 Book Original Mekong River Commision 2004

9 Cambodia Agricultural Development Report, June 2006 カンボジア農業開発報告2006 Book Original Economic Institute of
Camboida 2006

10 Agricultural Statistice 2004-2005 全国農業統計2004-05 Book Original Ministry of Agricultura,
Forestry and Fisheries 2005

11 General Population Census of Cambodia 1998, Final Census Results (2nd
edition) 人口センサス1998 Book Original National Institute of

Statistics Aug/2002

12 Compendium on Environment Statistics 2003 Cambodia 環境統計 Book Original National Institute of
Statistics Nov/2003

13 Cambodia Socio-Economic Survey 2004 社会経済調査 Book Original National Institute of
Statistics Sep/2006

14 Cambodia Inter-censal Population Survey 2004 Report 2, General Report at
Province Level, 02 Battambang Province, 24 Pailin

人口センサス：中間年(2004):
バッタンバン、パイリン州

Book Original National Institute of
Statistics May/2005

15 Cambodia Inter-censal Population Survey 2004 Report 2, General Report at
Province Level, 04 Kampong Chhnang Province

人口センサス：中間年(2004)：コ
ンポン・チュナン州

Book Original National Institute of
Statistics May/2005

16 Cambodia Inter-censal Population Survey 2004 Report 2, General Report at
Province Level, 05 Kampong Speu Province

人口センサス：中間年(2004)：コ
ンポン・スプー州

Book Original National Institute of
Statistics May/2005

17 Cambodia Inter-censal Population Survey 2004 Report 2, General Report at
Province Level, 08 KandalProvince

人口センサス：中間年(2004)：カ
ンダル州

Book Original National Institute of
Statistics May/2005

18 Cambodia Inter-censal Population Survey 2004 Report 2, General Report at
Province Level, 15 PursatProvince

人口センサス：中間年(2004)：プ
ルサット州

Book Original National Institute of
Statistics May/2005

19 Cambodia Inter-censal Population Survey 2004 Analysis of CIPS Results
Report 3, Labour Force and Employment

人口センサス：中間年(2004)：人
口と雇用

Book Original National Institute of
Statistics Sep/2005

20 Cambodia Inter-censal Population Survey 2004 Analysis of CIPS Results
Report 4, Housing and Household Amenities

人口センサス：中間年(2004)：家
屋とアメニティ

Book Original National Institute of
Statistics Sep/2005

21 Cambodia Inter-censal Population Survey 2004 Analysis of CIPS Results
Report 7, Literacy and Education

人口センサス：中間年(2004)：識
字と教育

Book Original National Institute of
Statistics Sep/2005

22 Cambodia Inter-censal Population Survey 2004 Analysis of CIPS Results
Report 8, Women in Cambodia

人口センサス：中間年(2004)：女
性

Book Original National Institute of
Statistics Sep/2005

23 National Strategic Development Plan 2006-2010 国家開発戦略：2006-2010：正式
翻訳最終版

Book Original Ministry of Planning Jun/2006

24 Achieving the Cambodia Millennium Development Goals 2005 Update ミレニアム開発目標：正式翻訳最
終版

Book Original Ministry of Planning Oct/2005

25 Public Investment Programme 2006-2008 国家投資計画：2006-2010正式
翻訳最終版

Book Original Ministry of Planning Jan/2006

26 1998 Census Village Level Data 人口センサス1998:村落レベル DATA Original National Institute of
Statistics Oct/1999

27 A Poverty Profile of Cambodia 2004 カンボジアの貧困 Book Original Ministry of Planning Feb/2006

28 Tonle Sap Watch, Issue 4, April-June 2005 トンレ・サップウォッチ　リーフレッ
ト

Leaflet Original Fisheries Action Coalition
Team, Jun/2005

29 Tonle Sap Watch, Issue 5, July-September 2005 トンレ・サップウォッチ　リーフレッ
ト

Leaflet Original Fisheries Action Coalition
Team, Sep/2005

30 River Basin and Water Use Study, Inception Report, Northwest Irrigation
Sector Project - ADB Loan No. 2035-CAM (SF) Package 1

ADB, NWISPパッケージ1のイン
セプションレポート

Book Copy
CADTIS-Consultant., Co.
Ltd - ADB Loan No. 2035-
CAM (SF) Package 1

2006

31 IWRM/ RBO Specialist Report, Summary Report, Consulting Service for
Northwest Irrigation Sector Project - ADB

ADB, NWISPパッケージ１の水
資源管理専門家レポート

Book Copy BCEOM, ACIL and
SAWAC May/2006

32
Community Development and FWUC Specialist End of Input Report,
Summary Report, Consulting Service for Northwest Irrigation Sector
Project - ADB

ADB, NWISPパッケージ1の農民
水利組合専門家レポート

Book Copy BCEOM, ACIL and
SAWAC Jul/2006

収集資料リスト

247

k.suzuki
スタンプ



33 Four years of Waterbird Conservation Activities in the Prek Toal Core Area
of the Tonle Sap Biosphere Reserve (2001-2004)

トンレ・サップ生物圏のPrek Toal
コアゾーンでの水鳥保護活動報
告

Book Copy Wildlife Conservation
Society May/2005

34 Tonle Sap Environmental Management Project, Report for First Quarter
2006, ADB Loan 1939-CAM (SF)

ADB、トンレ・サップ環境管理プ

ロジェクト：4半期報告
Book Copy Tonle Sap Environmental

Management Project Apr/2006

35 Policy and Strategy for the Tonle Sap Biosphere Reserve, Tonle Sap
Environmental Management Project

トンレ・サップ環境管理の政策と
戦略：ADB、トンレ・サップ環境管
理プロジェクト成果品

Book Copy

Tonle Sap Biosphere
Reserve Secretariat,
Cambodia National Mekong
Committee (CNMC)

Feb/2006

36 Technical Service Center for Irrigation System Project Phase 2 TSC2の資料 Leaflet Copy MOWRAM - JICA 2006

37 Strategy for the Improvement of the Agricultural Market Information
Service (AIMS) 農業市場情報サービス改善戦略 Book Copy

Ministry of Agriculture,
Forestry and Fisheries,
Agricultural Marketing
Office (AMO)

2006

38 Module 1 on Introduction ot Participatory Irrigation Management and
Development (PIMD) 参加型灌漑管理開発資料 Book Copy MOWRAM Oct/2003

39 Module 2 on Participatory Irrigation Management and Development: Policy,
Legal and Institutional Framework 参加型灌漑管理開発資料 Book Copy MOWRAM Oct/2003

40 Module 3 on Planning and Implementing  Participatory Irrigation
Management and Development at the National Level 参加型灌漑管理開発資料 Book Copy MOWRAM Oct/2003

41 Module 4 on Implementation of  Participatory Irrigation Management and
Development at Provincial and Irrigation System Levels 参加型灌漑管理開発資料 Book Copy MOWRAM Oct/2003

42 Module 6 on Monitoring and Evaluation System for PIMD 参加型灌漑管理開発資料 Book Copy MOWRAM Oct/2003

43
Inception report and electronic library, NORTH WEST IRRIGATION
SECTOR PROJECT RIVER BASIN AND WATER USE STUDIES,
PACKAGE 2

ADB, NWISPパッケージ2のイン
セプションレポート

DATA Copy

PRD Water & Environment
in association with DHI
Water & Environment,
MINISTRY OF WATER
RESOURCES AND
METEOROLOGY

Jul/2006

44
Circular No. 1 on the Implementaion Policy for Sustainable Irrigatiyou
Systems; Policy for Sustainability of Operation and Maintenance Irrigation
Systems; Steps in the Formation of a Farmer Water Users Community

農民水利組合政策 Book Copy MOWRAM Jun/2000

45 Royal Decree on the Establishment and Management of Tonle Sap
Biosphere Reserve トンレ・サップ生物圏設立王令 Book Copy Apr/2001

46 Seminar on Environemntal Impact Assessment EIAセミナー資料： Book Copy Ministry of Environment Mar/2000

47 Annual Report of the Environment in Battambang, 2005 (Khmer)
バッタンバン州環境局年次報告
書(クメール語）：州環境局の活動
報告

Book Copy Provincial Department of
Environment in Battambang 2006

48 Biodiversity , the life of Cambodia, Cambodia's biodiversity status report
2001

カンボジアの生物多様性報告
2001 Book Copy

Jady Smith, Cambodia
Biodiversity Enabling
Activity, GEF funded

2001

49 Cambodia's National Biodiversity Strategy and Action Plan カンボジアの生物多様性戦略 Book Copy
Ministry of Environment and
National biodiversity
Steering Committee

Apr/2002

50 Important Birds Areas in Asia: Key sites for conservation アジアの重要な鳥類：保護地域 Book Copy BirdLife International 2004

51 Saving Asia's threatened birds, A guide for government and civil society アジアの危惧のある鳥類：政府と
市民社会のためのガイド

Book Copy BirdLife International 2003

52 Module 5 on Establishing and Developing the Farmer Water Users
Community 参加型灌漑管理開発資料 Book Copy MOWRAM Oct/2003

53 Tonel Sap Lowland Stabilisation Project, Inception Report トンレ・サップ低地安定化プロ
ジェクト、インセプションレポート

Copy GFA Jul/2006

54
Progress Report of the Survey on the Irrigation System Inventory for the
River Basins of Battambang, Dauntri, Pursat, Boribo and a part of Prek
Thnot (Volume I)

Original Cambodia Engineering
Groups Co., Ltd.

55 -do- Boribo River Basin (Volume II) Original -do-

56 -do- Main Report Original -do-

57 Basic Reservoir Rehabilitation Project in Battambang Province, October
2005 Copy Ministry of Water Resources

and Meteorology

58 Proposed Loan to the Kingdom of Cambodia for the Northwest Irrigation
Sector Project Copy Asian Development Bank

59 Inception Report, River Basin and Water Use Study Digital data Asian Development Bank

60 The Feasibility Study for Multi-Purpose Water Resources Developmeny in
Krang Ponely River In Cambodia, March 2005 (Final Main Report) Copy

Korea International
Cooperation Agency
(KOICA)

61 -do- Finel Appendix Report Copy -do-
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62 Agricultural Statistics 2002-2003, 2003-2004, 2004-2005, 2005-2006 Copy Original

Statistic Office, Department
of Planning, Statistics and
International Cooperation,
MAFF

2005-2006については
資料なし
（2006/11/20確認）

63 Annual Conference on Agriculture, Forestry and Fisheries, April 2005 Copy Ministry of Agriculture,
Forestry and Fisheries

64 Annual Conference on Agriculture, Forestry and Fisheries, March 2006 Copy Ministry of Agriculture,
Forestry and Fisheries

65 Report on the Pilot Cost of Production Survey, 2005 Original

Statistics Office, Department
of Planning, Statistics and
International Cooperation,
MAFF

66 National Adaptation Program of Action to Climate Change (NAPA), March
2006 (Final Draft) Copy Original Ministry of Agriculture,

Forestry and Fisheries

67 Agronomy Report, 2005 Kampong Chhnang Province Copy Provincial Department,
Kampong Chhunang, MAFF

68 Rural Livelihood in Komping Puoy Area CD original
Battambang Agricultural
productivity Enhancement
project, JICA

69 Cambodia Digital GIS Data CD-ROM (1/2, 2/2) CD original

70 World Bank Group in Cambodia, July 2005 Original World Bank Combodia
Country Office

71 Country Assistance Strategy of the World Bank Group, 2005-2008 Original -do-

72 Rural Sector Strategy Note, June 2005 Original -do-

73 The Atlas of Cambodia, National Poverty and Environment Maps Original
Development Cooperation
Section, Royal Danish
Embassy

74 Country Strategy and Program, 2005-2009 Original Asian Development Bank

75 Cambodia Socio-Economic Survey 2004 Original
National Institute of
Statistics, Ministry of
Planning

76 National Accounts of Cambodia 1993-2004 Original -do-

77 Consumer Price Index Original -do-

78 Cambodia Agricultural Development Report, June 2006 Original Economic Institute of
Cambodia

79 Cambodian Agriculture Finance Survey 2002 Original
National Institute of
Statistics, Ministry of
Planning

80 Cambodia Economic Watch Original Economic Institute of
Cambodia

81 Labor Force Survey of Cambodia Original Asian Development Bank

82 Statistical Yearbook Original
National Institute of
Statistics, Ministry of
Planning

83 IWRM/RBO Specialist Report, Northwest Irrigation Sector Project Copy Asian Development Bank

84 Community Development and FWUC Copy Ministry of Water Resources
and Meteorology

85 Operation Manual of Current Meter and Discharge Measurement Copy Technical Service Center for
Irrigation System (JICA)

86 Manual of Meteorological Observation Copy -do-

87 Manual of Discharge Masuring Copy -do-

88 Information Workshop on the Study of the Influence of Built Structures on
the Fisheries of  Tonle Sap

WorldFish Center　のセミナー資
料

Sheet Original WorldFish Center Jul.2006

89 Area of Battambang Province Under Environmental Managemeng バッタンバン州の環境管理地区
の地図

Map Copy Provincial Department of
Environment in Battambang

90 Protected Areas of Cambodia,1:3,000,000 カンボジアの環境保護地区の地
図

Map Copy National Mekong River
Committee

91 Tonle Sap Biosphere Reserve,1:1,100,000 トンレ・サップ生物園保護地区の
地図

Map Copy National Mekong River
Committee

92 Tonle Sap Biosphere Reserve,1:1,125,000 トンレサップ生物園保護地区の
地図

Map Copy National Mekong River
Committee

93 Land Use Map of Tonle Sap Biosphere Reserved 1997 トンレ・サップ生物園保護地区の
土地利用地図

Map Copy National Mekong River Com 1997

94 Map of Komping Puoy Irrigation System コンピン・プイ灌漑システム
地図

Map Copy
Provincial Department of
Water Resources and
Meteorology in Battambang

95 Map of Bovel Irrigation System ボヴェル灌漑システム地図 Map Copy
Provincial Department of
Water Resources and
Meteorology in Battambang
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96 Inventory List of FWUCs in Cambodia FWUCのインベントリー Sheet Copy MOWRAM 2004

97 List of Agricultural Development Communities Certified by Provincial
Departmnet of Agriculture バッタンバン州の農民組合リスト Sheet Copy Provincial Department of

Agriculture in Battamgang

98 Agricultural Chemical Statistics 農薬と肥料の統計 Sheet Copy Ministry of Agricultura,
Forestry and Fisheries 2006

【図面】

99 Map of Kamping Puoy Irrigation System Copy (A3) Provincial Department of
Battambang, PDWRAM

100 Map of Bovel Irrigation System Copy (A3) -do-

101 Map of Prek Cheak Irrigation System Copy (A3) -do-

102 Topographic, hydrological and Land Use Map of Kampong Chhnang
Province Copy (A3)

Provincial Department of
Kampong Chhnang
Province, MAFF

103 River Basin in Cambodia Copy (A4)
Public Work Research
Center, Ministry of Public
Works and Transport

Hydrology Map (Battambang, Pursat, Kampong Chhnang, Kampong Speu,
Kandal Provinces) Digital data -do-

Topographic Map (Battambang, Pursat, Kampong Chhnang, Kampong
Speu, Kandal Provinces) Digital data -do-

Land Use Map (Battambang, Pursat, Kampong Chhnang, Kampong Speu,
Kandal Provinces) Digital data -do-

Geology Map (Battambang, Pursat, Kampong Chhnang, Kampong Speu,
Kandal Provinces) Digital data

【気象水文資料等】

105 Hydro-meteorological data Digital data
Hydrological Department,
Ministry of Water resources
and Meteorology

106

104

AusAIDAgricultural InventoryAgro Eco-system Analysis Project
108-1～108-4 Digital data
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